
南魚沼 CCRCビジネス研究会 

（プラチナ社会研究会「CCRCセカンドライフと新規事業開発・雇用創出分科会」） 

参加要領 

                                            

本研究会の狙い 

本研究会は、南魚沼市と日経 BP 社の共同提案の下で、「南魚沼版 CCRC」から創出・派生さ

れるビジネス機会の共同企画、ならびに、同ビジネス機会の共同実証プロジェクトを立ち

上げることを目的とします。 

 

本研究会のアプローチ 

本研究会でビジネス機会の実証を図るプロジェクトには、以下が含まれるものとします。 

（１）地域イニシャチブ・プロジェクト 

 ● 南魚沼市の地域企業、教育機関、自治体などが、地域視点から南魚沼版 CCRC周辺の

ビジネス資源に基づき、外部企業との協業を通じたプロジェクトの企画・実証 

   現在、地域企業・教育機関・自治体と、地域イニシャチブ・プロジェクトのテーマ

出しを討議中です。 

（２）外部企業イニシャチブ・プロジェクト 

 ●  地域企業ではない参加企業の興味テーマに基づく、南魚沼 CCRCを拠点とする 

「この指とまれ」プロジェクトの企画・実証 

現在、南魚沼版 CCRCをベースとするデジタルヘルスケア、スマートホーム、一次産

業 IOT、観光ビジネス、健康・予防ビジネスなどについて、ご参加予定企業と具体的

アイデアについて討議を開始しています。 

（３）事務局イニシャチブ・プロジェクト 

 ● 本研究会の事務局（日経 BP社含む）イニシャチブで推進される実証プロジェクト 

   日経 BP では、中高年（アクティブシニア）の移住・2 拠点ライフのセカンドライフ

を支援するための「セカンドライフ起業塾」開設を企画中です。セカンドライフの

充実を支援するための「学ぶ」「楽しむ」「住む」「働く」「起業する」「蓄える」など

の実践的な同塾の開設と、それを通じた移住・2拠点ライフ・起業ライフに関連する

アクティブシニア向けの商品・サービスの企画・調査プロジェクトをご提案します。 

 

本研究会の活動 

第一期（2016年 1～3 月） 

（１）本研究会の第一期目的 

● 第一期では、上記のイニシャチブ・プロジェクト組成に向けた協議（プロジェクト・

アイデアの提示、ビジネス機会・課題討議、プロジェクト組成企画など）を目的と
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しています。 

● ご参加企業がお持ちのプロジェクトテーマ・アイデアを募集し、本研究会で討議す

るものとします。なお、プロジェクト・アイデアなどをお持ちのご参加企業・組織

には、本研究会を通じて、南魚沼版 CCRC をベースとする「この指とまれ」プロジェ

クトの起案・討議機会をご提供します。 

● 実際のプロジェクト組成に関連する取り組み方法ついては、個別プロジェクト参加

予定企業間で別途取り決めるものとします。 

 

（2）研究会開催予定 

【第 1回：2016 年 1 月 29 日（金）】 日経 BP 社（東京・白金高輪） 

 

議題 1：研究会趣旨説明 

● ご挨拶＆南魚沼市 CCRC構想について 

講演者：南魚沼市企画政策課 課長 清水 明 

● 南魚沼 CCRC ビジネス研究会の趣旨＆期待について 

    講演者：三菱総合研究所プラチナ社会研究センター  

主席研究員 チーフプロデューサー 松田 智生 氏 

    講演者：南魚沼版 CCRC推進協議会会長 門山 好和 氏 

講演者：新潟県産業労働観光部参与＆推進協議会アドバイザー 河合 雅樹 氏 

● 地域発の新規事業プロジェクト事例 

講演者：八海醸造 執行役員 経営企画室長 湯澤 尚史 氏 

 

議題 2：プロジェクト趣旨説明 

  ● 趣旨説明 

    説明者：日経 BP社 

● 「この指とまれ」プロジェクト案：「セカンドライフ向け起業塾＋商品企画」  

説明者：日経 BP社 

 

議題 3:質疑応答 

 

【第 2回： 2016 年 2 月 25日（木）】 日経 BP 社（東京・白金高輪） 

 

議題１：南魚沼市 CCRC派生ビジネスで活用可能な地域資源：事例説明 

● 第 2回会議は、南魚沼版 CCRC周辺のビジネス資源について事例説明を行うと共に、 

    参加企業の「この指とまれ」プロジェクト起案機会と討議の場を設けます 

 



議題 2：実証プロジェクト案の趣旨説明＆討議 

  ● 地域、外部企業、事務局それぞれの「この指とまれ」プロジェクト起案ご希望の 

    企業・組織による趣旨説明＆討議 

 

議題 3：質疑応答 

 

【第 3回：2016 年 3 月下旬（予定）】 

 

議題：「この指とまれ」プロジェクト組成に関する討議 

 

本研究会・第一期参加要綱 

本研究会の参加要綱は以下の通りです。 

● 本研究会の第一期（2015年 3月末まで）の参加費用は無料です。 

第二期以降の研究会の企画・参加費用については別途ご提案することとします。 

● 本研究会の第一期の会議へのご出席者は、原則、各企業・団体組織毎に 2名までとさせ

ていただきます。 

 

参加申し込み方法 

ご参加ご希望の方は、以下の参加申し込み登録サイトにて登録をお願いします。 

https://bpcgi.nikkeibp.co.jp/form-cgi/formhtml.cgi?form=cltech1601/index.html 

 

なお、登録いただきますと南魚沼市、もしくは日経 BP社よりご連絡することがあります。 

 

問い合わせ 

日経 BP社 日経 BPクリーンテック研究所 

https://bpcgi.nikkeibp.co.jp/form-cgi/formhtml.cgi?form=cltech1012_3/ 
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